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2020年 7月 29日 

 

カゴメニュースリリース                                          カゴメ株式会社 

 

カゴメ野菜生活ファーム富士見の畑で“生物多様性保全”に配慮した農業を開始 

～畑のまわりでは、大人も子供も楽しめる「畑の生きものクイズラリー」をスタート～  

 

 

カゴメ株式会社（代表取締役社長：山口聡 本社：愛知県名古屋市）は、観光施設「カゴメ野菜生活ファー

ム富士見」に隣接する畑において、生物多様性保全に配慮した農業を開始いたします。 

 

自然の恵みを原料として使用する当社にとって、自然環境の保全は事業の継続のために必要不可欠で

す。当社は自然の恵みを持続的に享受できるよう、農業における生態系への負荷軽減に取り組み、多様な

生物との共生を目指しています。 

この畑においては、農業に役立つ生きものを畑へと呼びこむ為に、「竹筒マンション」や「石づみハウス」

等を設置し、「生きものと農業の共生」を図ることで、持続可能な農業の実現を目指します。将来的には、農

業に従事されている生産者の皆さまにむけて、持続可能な農業のモデルケースとして頂けるように取り組

んでまいります。 

また、畑のまわりには「畑の生きものクイズラリー」ができる看板を設置し、ご来場いただいたお客様に 

生物多様性の大切さを楽しく学んでいただける場といたします。 

 

１．生きものと共生する農場 

「カゴメ野菜生活ファーム富士見」に隣接する 1.2ヘクタールの畑において、これから秋冬に向けて旬の

野菜を栽培し、来場者に収穫体験をしていただいたり、出荷・販売することを検討しています。畑のまわりで

は様々な生きものが暮らせるようにするため、それぞれが生活しやすい環境を農場内に整えます。また、  

害虫の天敵など、農業に役立つ生きものを畑へと呼びこみ、生きものの力を活かして農業を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹筒マンション 

ドロバチが子育てに使用 

石づみハウス 

トカゲやてんとうむしの住処になる 
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２．畑の生きものクイズラリー 

畑のまわりには、生きものと共生するための工夫や、鳥や昆虫、草花に関する１４個のクイズを設置し、

野菜生活ファーム富士見のお客様むけに「畑の生きものクイズラリー」を企画します。 
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カゴメ野菜生活ファーム富士見の概要 

住所 長野県諏訪郡富士見町富士見 9275-1 

営業期間・時間 

 

営業期間： 4月～11月を予定 （12月～3月は冬季休業休館予定） 

営業時間： 10時半～16時  （季節により変更になる場合がございます） 

休館日 火曜日 （祝祭日除く） 

入場料 無料 

駐車場 普通車 85台、大型バス 4台、駐輪場 8台 

問い合わせ先 ysf@kagome.co.jp （営業期間内） 

 

 

（アクセス） 

 

（車） 中央道諏訪南ＩＣより約 7分            （電車） 中央本線 富士見駅で下車後、車で約 6分 

 

 

 

＜報道機関の皆様向けのお問い合わせ先＞ 

カゴメ株式会社 経営企画室 広報グループ 鶴田、北川、堀江   ＴＥＬ：０３－５６２３－８５０３ 

カゴメ野菜生活 

ファーム富士見 

mailto:ysf@kagome.co.jp

